
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 草原の量の確保 

・ 牧野組合による草原の利用・維持管理

活動の支援やそのために必要な施設

等の整備 

■ さまざまな草原タイプの保全 

・ 多様性を高める草原管理手法の普

及・拡大、希少動植物生息地の保全

■ 劣化した草原景観の修復 

・ 不適切な人工物の撤去、景観改善要素

の導入など 

■ さまざまな主体との協働の促進 

・ ボランティア活動や都市住民による

支援の拡大、そのための施設整備 

■ 普及啓発･草原利用の促進 

・ 草原環境を活用した環境教育の推進、

草原情報発信拠点の整備 

■ 推進のための総合的な取り組み 

・ 草原データベースの作成や情報発信、推

進体制の構築 

 

● 科学的データ・評価に基

づく事業の管理 

● 牧野組合など地元関係者

に密着した活動 

● NPO・関係行政機関などさ

まざまな主体との協働 

● 草原再生の活動への参加

者の拡大と定着 

● 草原環境の体験を通じた

保全意識の普及 

● 活動の継続につながる社

会経済的手法の展開 

● 情報の公開・共有 

 

● 地域づくりも見据えた総

合的な取り組み 

● 阿蘇でしか見

られない、ま

とまった量の

草原の確保 

● 景観、生物多

様性からみて

質の高い草原

環境の保全・

回復 

進め方に関する基本方針 計画の課題阿蘇草原再生が目指すもの 

阿蘇草原再生計画の考え方（案） 

 

 

地域に根ざした持続性のある 

草原維持管理のしくみづくり 

千年の草原を 

子供たちへ引き継ぐ 

 

草原をめぐる現状と問題点 

 

● 草原の維持管理が困難となり、野草

地面積の減少・草原の変容が進行 

（国立公園としての景観の劣化） 

（草原生態系における生物多様性の

低下） 

・ 樹林地の拡大 

・ 草原管理阻害要因の増加 

・ 放棄地の拡大 

・ 放牧・火入れ・採草等の利用、

管理の低下 

・ 農業形態や生活様式の変化 

・ 畜産業の低迷 

・ 農業従事者の減少・高齢化 

・ 野草の需要の減少 

● 人々の生業とともに維持されてきた阿蘇

の草原には、特有の価値がある 

・ 日本で唯一残された広大な草原 

・ 国土を守る九州の水がめ 

・ 草原特有の動植物の生息・生育空間 

・ 九州随一の観光資源 

・ 農業・畜産業を支える場 

自然環境の保全・再生 

農業・畜産業との両立 

地域づくりへの貢献 

自然環境からみた 
目標設定

● 草原保全へ向けてのさまざまな取り

組みが始まっている 

資料４


